
JP 5388317 B1 2014.1.15

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　天井に設置される天井設置部材と、当該天井設置部材に取り外し可能に取り付けられる
媒体吊下げ部材と、から構成され、ワイヤー等の吊下げ部材で吊り下げられたＰＯＰやポ
スター等の紙媒体を天井から吊り下げるための天井吊下げ用器具セットであって、
　前記天井設置部材は、
　天井面にピン止めされることにより面設置される天井設置プレートと、
　前記天井設置プレートに突出して取り付けられ、前記媒体吊下げ部材が吊下げられる吊
下げロッドと、を有し、
　前記媒体吊下げ部材は、
　バーと、
　前記バーの両端に設けられたフックと、を有しており、
　前記フックは、
　前記吊下げロッドに引掛ける第１フック部と、
　前記吊下げ部材の一端を掛けて吊り下げるための第２フック部と、を有しており、
　前記吊下げ部材により吊り下げられた前記紙媒体が、前記吊下げロッドに前記第１フッ
ク部を引掛けることにより天井から吊り下げられることを特徴とする天井吊下げ用器具セ
ット。
【請求項２】
　前記天井設置部材に前記媒体吊下げ部材を取り付けるのを補助する部材であって、前記
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バーを収容保持しながら吊り上げるＵ字溝部と、前記Ｕ字溝部に接続される支柱部と、を
有するアシスト棒を備えることを特徴とする請求項１に記載の天井吊下げ用器具セット。
【請求項３】
　前記支柱部は伸縮自在に構成されていることを特徴とする請求項２に記載の天井吊下げ
用器具セット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スーパーマーケットやコンビニエンスストア等において天井からＰＯＰやポ
スター等の紙媒体を吊り下げて展示するための天井吊下げ用器具セットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、スーパーマーケットやコンビニエンスストア等において天井からＰＯＰやポ
スター等の紙媒体を吊り下げて展示することが行なわれている。例えば、そのような広告
紙等紙媒体のシート吊り下げ装置として、特許文献１に記載のシート吊り下げ装置がある
。
【０００３】
　このシート吊り下げ装置は、背板の前方及び後方に、離間して、内側に向けて下方斜め
に傾斜させた前板及び後板を下設して内部に転子が移動しうる収納空間をそれぞれ形成す
るとともに、前板下端及び後板下端と背板の間に転子の直径より小さな巾のスリットをそ
れぞれ形成した長尺のケースと、前記ケースの収納空間内に位置させる単又は複数の中空
又は中実の略円柱状の転子と、吊り下げた広告紙等のシートが上方に跳ね上がるのを、ス
トッパー本体の一部を当接させて規制するストッパーと、から構成されている。
【０００４】
　このシート吊り下げ装置によれば、ケースのスリットから広告紙の上部を挿入すると、
転子と背板の間に広告紙の上部が挟持され、天井から広告紙を吊り下げることができるの
で、従来のシート吊り下げ装置に比して、ワンタッチで広告紙等のシートを着脱すること
ができるとしている。しかしながら、このシート吊り下げ装置においては、広告紙を取り
付ける際に、天井に設置された状態のシート吊り下げ装置のスリットに、直接、広告紙の
上部を挿入しなければならず、高い位置での作業のため、スリットに広告紙の上部を挿入
する際に、広告紙の上部が折れ曲がってしまったり、しわが寄ってしまったり等きれいに
挿入できないといった問題が生じ得る。
【０００５】
　また、ＰＯＰやポスター等の広告物を天井から吊り下げて展示するための器具としては
、特許文献２に記載の高所フック取り付け具のようなものもある。この高所フック取り付
け具は、複数本接続することで長さの調整が自由にできる竿部と、上端に設けられフック
付画鋲を挿入固定する画鋲固定部と、下端に設けられた把手部と、からなり、ワイヤ－等
により吊り下げられた広告物を天井から吊り下げられるように構成されている。
【０００６】
　この高所フック取り付け具によれば、広告物には予め紐が取り付けられていることから
、紐の先端部分がひっかけられたフック付画鋲を、この高所フック取り付け具を使用して
天井に突き刺せば、広告物は天井から吊り下げることができる。しかしながら、広告物は
フック付画鋲を天井に突き刺しただけで吊り下げられることから、広告物の重さに耐えら
れずフック付画鋲が抜け落ちる可能性があり、安全面において不安があるといった問題が
生じ得る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平９－３３００５１号公報
【特許文献２】特開２０００－２１０８８０号公報



(3) JP 5388317 B1 2014.1.15

10

20

30

40

50

【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　そこで、本発明はこのような問題を解決するためになされたものであり、その目的とす
るところは、簡易、迅速かつバランスよく天井からＰＯＰやポスター等の紙媒体を吊り下
げ展示することを可能にする天井吊下げ用器具セットを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　前記の目的を達成するため、本発明は、天井に設置される天井設置部材と、当該天井設
置部材に取り外し可能に取り付けられる媒体吊下げ部材と、から構成され、ワイヤー等の
吊下げ部材で吊り下げられたＰＯＰやポスター等の紙媒体を天井から吊り下げるための天
井吊下げ用器具セットであって、前記天井設置部材は、天井面にピン止めされることによ
り面設置される天井設置プレートと、前記天井設置プレートに突出して取り付けられ、前
記媒体吊下げ部材が吊下げられる吊下げロッドと、を有し、前記媒体吊下げ部材は、バー
と、前記バーの両端に設けられたフックと、を有しており、前記フックは、前記吊下げロ
ッドに引掛ける第１フック部と、前記吊下げ部材の一端を掛けて吊り下げるための第２フ
ック部と、を有しており、前記吊下げ部材により吊り下げられた前記紙媒体が、前記吊下
げロッドに前記第１フック部を引掛けることにより天井から吊り下げられることを特徴と
する。
【００１０】
　また、上記構成に加えて、前記天井設置部材に前記媒体吊下げ部材を取り付けるのを補
助する部材であって、前記バーを収容保持しながら吊り上げるＵ字溝部と、前記Ｕ字溝部
に接続される支柱部と、を有するアシスト棒を備えていてもよい。
【００１１】
　また、前記支柱部は伸縮自在に構成されていてもよい。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の天井吊下げ用器具セットは、天井に設置される天井設置部材と、当該天井設置
部材に取り外し可能に取り付けられる媒体吊下げ部材と、から構成され、ワイヤー等の吊
下げ部材で吊り下げられたＰＯＰやポスター等の紙媒体を天井から吊り下げるための天井
吊下げ用器具セットであって、前記天井設置部材は、天井面に設置される天井設置プレー
トと、前記天井設置プレートに突出して取り付けられ、前記媒体吊下げ部材が吊下げられ
る吊下げロッドと、を有し、前記媒体吊下げ部材は、バーと、前記バーの両端に設けられ
たフックと、を有しており、前記フックは、前記吊下げロッドに引掛ける第１フック部と
、前記吊下げ部材の一端を掛けて吊り下げるための第２フック部と、を有しており、前記
吊下げ部材により吊り下げられた前記紙媒体が、前記吊下げロッドに前記第１フック部を
引掛けることにより天井から吊り下げられるように構成した。これにより、簡易、迅速か
つバランスよく天井からＰＯＰやポスター等の紙媒体を吊り下げ展示することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明に係る天井吊下げ用器具セットの一実施形態を示す平面図である。
【図２】同天井吊下げ用器具セットにおける天井設置部材を示す（ａ）正面図、（ｂ）上
面図である。
【図３】同天井吊下げ用器具セットにおける媒体吊下げ部材を示す（ａ）正面図、（ｂ）
同媒体吊下げ部材におけるフックの平面図、（ｃ）同フックの側面図である。
【図４】同天井吊下げ用器具セットにおけるアシスト棒を示す（ａ）正面図、（ｂ）上面
図、（ｃ）側面図である。
【図５】媒体吊下げ部材にＰＯＰを取り付ける際の状態を説明するための斜視図である。
【図６】ＰＯＰが取り付けられた媒体吊下げ部材を天井設置部材に取り付ける際の状態を
説明するための斜視図である。
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【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明を実施するための形態について、図面を参照しながら説明する。
【００１５】
　図１に示すように、本実施形態の天井吊下げ用器具セット１は、スーパーやコンビニエ
ンス等の天井（以下単に「天井」という）にＰＯＰを吊り下げて展示するためのものであ
り、天井に設置される天井設置部材２と、天井設置部材２に取り外し可能に取り付けられ
る媒体吊下げ部材３と、媒体吊下げ部材３を天井設置部材２に取り付けるのを補助するア
シスト棒４と、を備えている。
【００１６】
　本実施形態においては、天井設置部材２は、ワヨー株式会社製　商品名：フックマスタ
ー８，８，８により左右両端側及び中央の３カ所で天井にピン止めされている。媒体吊下
げ部材３には、ＰＯＰレール６に上部が挟持されたＰＯＰ７が吊下げワイヤー５，５によ
り吊り下げられており、この状態の媒体吊下げ部材３をアシスト棒４により天井設置部材
２の方向に吊り上げることにより、天井設置部材２に媒体吊下げ部材３が吊下げられ、そ
の結果、ＰＯＰが天井から吊り下げ展示されることとなる。なお、本実施形態において、
フックマスターを使用したのは簡易に天井に設置できるからであり、天井設置部材２の天
井への取付方法はこれに限定されない。以下、各構成について詳述する。
【００１７】
　図２に示すように、天井設置部材２は、天井面に設置される天井設置プレート２１と、
天井設置プレート２１に突出して取り付けられ、媒体吊下げ部材３が吊下げられる２つの
吊下げロッド２２，２２と、から構成されている。天井設置部材２の全体の素材はステン
レス鋼であり、天井設置プレート２１の左右両端側及び中央の３カ所には上記フックマス
ター８，８，８のピンの部分（図示しない）を挿入するための取付孔２３が設けられてお
り、吊下げロッド２２，２２と天井設置プレート２１とはボルト２４，２４，・・・によ
りネジ止め固定されている。
【００１８】
　図３に示すように、媒体吊下げ部材３は、丸パイプであるバー３１と、バー３の両端に
設けられたフック３２，３２と、からなり、全体の素材はＡＢＳ樹脂である。また、各フ
ック３２は、吊下げロッド２２に引掛ける第1フック部３２１と、吊下げ部材５の一端を
掛けて吊り下げるための第２フック部３２２と、下方側面に突出して設けられ、バー３２
と嵌合するジョイント部３２３と、からなる。
【００１９】
　図４に示すように、アシスト棒４は、天井設置部材２に媒体吊下げ部材３を取り付ける
のを補助する部材であり、アルミチャンネルであって、バー３を収容保持しながら吊り上
げるＵ字溝部４１と、内パイプ及び外パイプとからなるアルミパイプであって、Ｕ字溝部
４１に接続される支柱部４２と、からなる。Ｕ字溝部４１と支柱部４２とは、ボルト４３
によりネジ止め固定されている。また、支柱部４２には、長さ調整部４２１が設けられて
おり、外パイプ内に内パイプがスライド可能に収容されており、長さ調整部４２１を緩め
ることにより内パイプがスライド可能な状態になり、締めると内パイプはその位置で固定
される。なお、この長さ調整部４２１の構造に関しては、種々のタイプがあり、いずれの
構造であっても適用可能である。
【００２０】
　次に、本実施形態の天井吊下げ用器具セット１の使用例を図５及び図６を参照して説明
する。
【００２１】
　図５には、ＰＯＰレール６に挟持されたＰＯＰ７を媒体吊下げ部材３に吊り下げる方法
が斜視図により図示されており、吊下げワイヤー５，５を使用してＰＯＰ７を媒体吊下げ
部材３に吊り下げる。なお、本実施形態において使用する吊下げワイヤー５は、図５に示
すとおり、その上端には第２フック部３２２に引掛けるための輪部５１を有し、下端には
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吊下げ部６１を引掛けるためのフック部５２を有している。なお、本実施形態においては
、吊下げ部材として吊下げワイヤーを使用しているが、例えば、紐でも、棒でも、吊下げ
られる部材であれば適用可能である。
【００２２】
　まずは、ＰＯＰ７の上端にＰＯＰレール６を取り付けて、ＰＯＰ７をＰＯＰレール６に
挟持させる。本実施形態におけるＰＯＰレール６は、スリットにＰＯＰ７の上端を挿入す
ることによりＰＯＰ７がＰＯＰレール６に挟持される構造になっている。
【００２３】
　次いで、吊下げワイヤー５の輪部５１を第２フック部３２２に引掛け、フック部５２を
吊下げ部６１にそれぞれ引掛ける。すると、ＰＯＰ７が媒体吊下げ部材３に吊り下げられ
た状態になる。この状態でも、低い天井であればバー３１を手で持ち、フック３２，３２
を吊下げロッド２２，２２にそれぞれ引掛ければ、ＰＯＰ７を天井に簡易，バランスよく
，かつ迅速に吊り下げることができる。ただし、通常は、天井にＰＯＰ７を吊り下げるに
は脚立等を使用することになることから、そのような場合を想定したのが図６に示す使用
例である。
【００２４】
　すなわち、上記のようにしてＰＯＰ７が吊り下げられた媒体吊下げ部材３のバー３１を
手で持って吊り上げるのではなく、アシスト棒４を使用して吊り上げる。なお、以下の説
明においては、天井設置部材２は予め天井に設置されており、アシスト棒４は長さ調整部
４２１により所定の長さに予め長さ調整されているとして説明する。
【００２５】
　上記のようにしてＰＯＰ７が吊り下げられた媒体吊下げ部材３のバー３１をＵ字溝部４
１に収容保持した状態で、媒体吊下げ部材３を天井設置部材２の方に吊り上げて行き、第
１フック部３２１，３２１がそれぞれ吊下げロッド２２，２２に挿入されるまで吊り上げ
、その状態からアシスト棒４を下げると第１フック部３２１，３２１が吊下げロッド２２
，２に引掛り、その結果、ＰＯＰ７が天井から吊下げられることとなる。
【００２６】
　本発明に係る天井吊下げ用器具セット１は、このように構成したことにより、ＰＯＰ７
をＰＯＰレール６に取り付ける作業は安定した状態で行なうことができるので、ＰＯＰ７
にしわが寄ったり、バランスが悪く取り付けられる状態を防止することができる。さらに
、上記のような構成のアシスト棒４を使用することにより、脚立や梯子等を使用すること
なく、簡単に、吊下げロッド２２，２２に第１フック部３２１，３２１を引掛けたり外し
たりすることができる。
【符号の説明】
【００２７】
　　１…天井吊下げ用器具セット
　　２…天井設置部材
　　　２１…天井設置プレート
　　　２２…吊下げロッド
　　　２３…取付孔
　　　２４…ボルト
　　３…媒体吊下げ部材
　　　３１…バー
　　　３２…フック
　　　　３２１…第１フック部
　　　　３２２…第２フック部
　　　　３２３…ジョイント部
　　４…アシスト棒
　　　４１…Ｕ字溝部
　　　４２…支柱部
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　　　　４２１…長さ調整部
　　　４３…ボルト
　　５…吊下げワイヤー
　　　５１…輪部
　　　５２…フック部
　　６…ＰＯＰレール
　　　６１…吊下げ部
　　７…ＰＯＰ
【要約】
【課題】簡易、迅速かつバランスよく天井からＰＯＰやポスター等の紙媒体を吊り下げ展
示することができる天井吊下げ用器具セットを提供する。
【解決手段】本発明の天井吊下げ用器具セット１は、天井に設置される天井設置部材２と
、天井設置部材２に取り外し可能に取り付けられる媒体吊下げ部材３と、媒体吊下げ部材
３を吊り上げ吊下げロッド２２にフック３２、３２を引掛けるのを補助するアシスト棒４
からなり、バー３１をＵ字溝部４１に収容保持して吊り上げ、フック３２１，３２１を吊
下げロッド２２，２２に引掛けることによりＰＯＰ７が天井が吊下げられる。
【選択図】図１
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【図２】

【図３】
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